
工事名称 三原市芸術文化センター長寿命化改修工事（舞台機構設備工事）

工事場所 三原市宮浦二丁目

工事内容 次のとおり，三原市芸術文化センターの舞台機構設備の改修工事を行う。

大ホール：舞台機構設備一式

リハーサル室：舞台機構設備一式

その他：一式

準　　則 　公共建築工事標準仕様書及び公共建築改修工事標準仕様書（電気設備工事編　建築工事編

機械設備工事編）（国土交通省大臣官房官庁営繕部監修）平成31年版に基づき施工する。

関係法令等 本工事については，次の関係法令その他の規定等に基づき施工すること。

・建築基準法，同施行令，同施行規則

・消防法，同施行令

・建設業法，同施行令，同施行規則

・廃棄物の処理及び清掃に関する法律，同法施行令，同法施行規則

・労働安全衛生法，同法施行令，同法施行規則

・建設工事公衆災害防止対策要綱

・大気汚染防止法，石綿障害予防規則

・振動規制法

・土壌汚染対策法

・その他関係法令

疑義変更 　本設計図書は，設計の大要を示すものであり，詳細部等について技術的必要事項は明記なくとも

完全に施工すること。

　施工に際して疑義を生じた場合，または軽微な変更を必要とする場合には，速やかに協議し，

監督員の指示により施工すること。ただし，これらに於いて請負金額の増減はなきものとする。

提出書類 　施工に先立ち，工事工程表，仮設計画図及び監督員の指示する書類を提出し，監督員の承認を

受けること。商品名及び製造者名が記載された材料については，当該商品又は同等品を使用する

ものとし，同等品を使用する場合は，監督員の承諾を受けるものとする。また，設計図書に定める

品質及び性能を有することの証明となる資料を提出して監督員の承諾を受けるものとする。

工　　期 　本工事は請負契約締結の後，令和5年12月28日をもって工期とする。このうち検査期間として

13日間を見込んでいる。

別途工事 三原市芸術文化センター長寿命化改修工事（建築主体工事）

三原市芸術文化センター長寿命化改修工事（電気設備工事）

三原市芸術文化センター長寿命化改修工事（機械設備工事）

三原市芸術文化センター長寿命化改修工事（舞台音響設備工事）

三原市芸術文化センター長寿命化改修工事（舞台照明設備工事）

三原市芸術文化センター長寿命化計画修繕工事（監視カメラ外）

留 意 点 ・入札に先立ち現地調査を十分に行い，質疑がある場合は入札前に確認すること。

・三原市芸術文化センター全施設の利用休止期間は令和５年７月１日から１２月２８日を予定しており，

　その期間内に集中的に工事を行うものとする。居ながら工事を行う場合は，事前に施設管理者等へ

　説明を行い，承諾を得るものとする。

・三原市芸術文化センターの営業及び運営等への支障を最小限にとどめるため，工事工程及び

　作業手順等は，最大限配慮をすること。

・別途工事間では互いに協力しあい，相互の工程を考慮したうえで，各自の工程を計画すること。

・施設の所有物に養生や移動を行う場合は，事前に施設管理者に連絡すること。

・解体工事及びアンカー工事等の騒音，振動及び粉じん等の発生が予想される工種については，

　施工時間及び施工方法等，最大限配慮した計画のもと行うこと。

工　事　仕　様　書



・施工箇所周囲の備品，機器等については，粉じん対策として養生及び清掃等を確実に行うこと。

・工事期間中は付近の交通の安全を図ると共に，必要に応じて誘導員を常時配置し，危険防止に

　に努めること。

・工事中に粉じんの発生が予想される工種については，粉じん抑制等，周辺の環境対策のため

　散水を確実に行うこと。

・第三者災害防止及び飛散防止対策のため，必要に応じて監督員の指示する範囲に，バリケード

　等を設置すること。

・工事に支障となる雨水，湧水，洗浄水等の排水については，適切に排水すること。

・石綿含有建材の調査について，工事着手前までに書面及び目視調査を，一般建築物石綿含有建材

　調査者，特定建築物石綿含有建材調査者，建築物石綿含有建材調査者，日本アスベスト調査診断

　協会の登録者が行うこと。

・石綿含有建材の事前調査結果を工事着手前までに発注者に対し説明を行い，労働基準監督署及び

　所轄官庁へ報告すること。

・その他石綿の飛散防止等については，改正大気汚染防止法及び施行令（令和３年４月１日施行）に

　基づくこと。
・施工面積（外構工事含む）が3,000㎡以上の場合，土壌汚染対策法第4条第1項に規定する届け出を

　工事着手30日前までに所轄官庁へ提出すること。

・本敷地内の別途工事及び近隣工事について，取り合い工事及び工程等の調整を行うこと。

・建築主体工事に見込む仮設足場は，本工事業者は無償で使用できるものとする。

　（維持管理上必要な費用は各業者で協議の上分担すること。）

・建築主体工事に見込んでいる足場，交通誘導員は，本工事受注者も使用できるものとする。

・官公庁その他への手続きは，受注者の負担により遅滞なく行うこと。

・工事に伴い各種申請手数料等が発生した場合は受注者の負担とする。

・周辺道路については常時，監視を行い，工事車両等により汚損させた場合は，速やかに清掃及び

　補修を行なうこと。

・台風や豪雨など自然災害の発生が予測される場合は，必要な対策を施すこと。また，現場巡視と

　災害防止対策を必要に応じて行うこと。

・受注者事務所，休憩所及び便所等は関係法令に従って設けること。

・工事に係る電気，水道及び下水道料金等は受注者の負担とする。

・本工事の外注資材，労務等の調達については，極力，市内に主たる営業所を有する業者に発注

　すること。困難な場合は，あらかじめ，理由を添えて発注者の承認を受けること。

・行政機関の休日に関する法律（昭和63年法律第91号）に定める行政機関の休日に工事の施工を

　行わない。ただし，あらかじめ監督職員の承諾を受けた場合は，この限りではない。

・工事完了後，完成図として製本図面（二つ折り・A3縮小版）を３部提出すること。

・広島県工事中情報共有システムを利用すること。なお，本工事にシステム利用料金を見込む。

・建設工事請負契約約款第３８条（部分払）については，令和５年４月以降の適用とする。

・請負契約の締結後，現場施工に着手するまでの期間（現場事務所の設置，資機材の搬入又は

　仮設工事等が開始されるまでの期間）については，主任技術者又は監理技術者の工事現場への

　専任を要しない。なお，現場施工に着手する日については，請負契約の締結後，監督職員との

　打合せにおいて決める。



工  事  名  称

［工 事 概 要］
三原市宮浦二丁目

　

《工事予算内訳》 設 計 金 額 ￥ （税込み）

　

  

消 費 税 額

　

設 計 金 額

区 分 金　　　　額 　　　　　　　　　摘　　　　要

工 事 価 格

〈 内    訳 〉

参　考　数　量　書

三原市芸術文化センター長寿命化改修工事（舞台機構設備工事）

用 途 , 構 造 , 面 積

工 事 範 囲  一　　　式

別 途 工 事 建築主体，電気設備，機械設備，舞台音響設備，舞台照明設備，監視カメラ外

工 期  契約締結日の翌日から　令和5年12月28日までを工期とする。

一 般 事 項



符号 名　　　称 材質 形状寸法 数 量 単位 単　価 金　額 摘 要

直接工事費 1.00 式

計

共通仮設費 1.00 式

計

現場管理費 1.00 式

現場管理費（積上）
広島県工事中情報共有シス
テム利用料 1.00 式

計

契約保証費 0.0004 1.00 式

計

一般管理費等 1.00 式

計



工事種別内訳

名 称 数 量 単 位 金 額 備 考
舞台機構設備

1
式

計



舞台機構設備 種目別内訳

名 称 数 量 単 位 金 額 備 考
ホール舞台機構設備

1
式

リハーサル室舞台機構設備
1

式
計



舞台機構設備 科目別内訳

ホール舞台機構設備

名 称 数 量 単 位 金 額 備 考
1 製作費

1
式

2 据付工事費
1

式
計



舞台機構設備 科目別内訳

リハーサル室舞台機構設備

名 称 数 量 単 位 金 額 備 考
1 製作費

1
式

2 据付工事費
1

式
計



舞台機構設備 中科目別内訳

ホール舞台機構設備

科 目 名 称 中 科 目 名 称 数 量 単 位 金 額 備 考
1 製作費 1-1 ホール機構

1
式

計

2 据付工事費 2-1 ホール機構
1

式
計



舞台機構設備 中科目別内訳

リハーサル室舞台機構設備

科 目 名 称 中 科 目 名 称 数 量 単 位 金 額 備 考
1 製作費 1-1 リハ機構

1
式

計

2 据付工事費 2-1 リハ機構
1

式
計



舞台機構設備 細目別内訳

ホール舞台機構設備 1 製作費 1-1 ホール機構

名 称 摘 要 数 量 単 位 単 価 金 額 備 考
吊物機構

式
緞帳 ブレーキ電源、リミットスイッチ

1
式

暗転幕 ブレーキ電源、リミットスイッチ、
エンコーダ 1

式
引割緞帳 ブレーキ電源、リミットスイッチ

1
式

引割緞帳 開閉 リミットスイッチ
1

式
バトン１ ブレーキ電源、リミットスイッチ、

エンコーダ 1
式

バトン２（袖幕１ ブレーキ電源、リミットスイッチ
） 1

式
ボーダーライト１ ブレーキ電源、リミットスイッチ、

エンコーダ 1
式

サスペンションラ ブレーキ電源、リミットスイッチ、
イト１ エンコーダ 1

式
バトン３ ブレーキ電源、リミットスイッチ、

エンコーダ 1
式

バトン４ ブレーキ電源、リミットスイッチ、
エンコーダ 1

式
バトン５（一文字 マシン一式（ワイヤロープ含む）
幕２） 1

式
バトン６（中割幕 ブレーキ電源、リミットスイッチ
１） 1

式
スクリーン ブレーキ電源、リミットスイッチ、

エンコーダ 1
式

バトン７ ブレーキ電源、リミットスイッチ、
エンコーダ 1

式



舞台機構設備 細目別内訳

ホール舞台機構設備 1 製作費 1-1 ホール機構

名 称 摘 要 数 量 単 位 単 価 金 額 備 考
サスペンションラ ブレーキ電源、リミットスイッチ、
イト２ エンコーダ 1

式
天井反射板 ブレーキ電源、リミットスイッチ

1
式

天井反射板 変角 ブレーキ電源、リミットスイッチ
1

式
バトン９ ブレーキ電源、リミットスイッチ、

エンコーダ 1
式

バトン１０ ブレーキ電源、リミットスイッチ、
エンコーダ 1

式
バトン１１（一文 マシン一式（ワイヤロープ含む）
字幕４） 1

式
バトン１２（中割 ブレーキ電源、リミットスイッチ
幕２） 1

式
サスペンションラ ブレーキ電源、リミットスイッチ、
イト３ エンコーダ 1

式
バトン１３ ブレーキ電源、リミットスイッチ、

エンコーダ 1
式

バトン１４ ブレーキ電源、リミットスイッチ、
エンコーダ 1

式
バトン１５ マシン一式（ワイヤロープ含む）

1
式

バトン１６（袖幕 ブレーキ電源、リミットスイッチ
２） 1

式
バトン１７ マシン一式（ワイヤロープ含む）

1
式

アッパーホリゾン ブレーキ電源、リミットスイッチ、
トライト エンコーダ 1

式
正面反射板 ブレーキ電源、リミットスイッチ

1
式



舞台機構設備 細目別内訳

ホール舞台機構設備 1 製作費 1-1 ホール機構

名 称 摘 要 数 量 単 位 単 価 金 額 備 考
バトン１８ マシン一式（ワイヤロープ含む）

1
式

バック幕 マシン一式（ワイヤロープ含む）
1

式
ホリゾント幕 ブレーキ電源、リミットスイッチ、

幕地 1
式

プロセニアムサス ブレーキ電源、リミットスイッチ、
ペンションライト エンコーダ 1

式
下手側面反射板 ブレーキ電源、リミットスイッチ

1
式

上手側面反射板 ブレーキ電源、リミットスイッチ
1

式
オーケストラ迫り ブレーキ電源、リミットスイッチ、

エンコーダ 1
式

客席ワゴン 上・ リミットスイッチ
中・下手 1

式
吊物機構制御盤 インバータユニット、PLCユニット

、直流電源、リレー類 1
式

新設制御盤 本体一式（3面）
1

式
床機構制御盤 インバータユニット、直流電源、リ

レー類 1
式

舞台機構操作盤 操作盤パネル（押釦・キースイッチ
、タッチパネル含む）、PLCユニッ
ト、直流電源、リレー

1
式

配管配線
1

式
計



舞台機構設備 細目別内訳

ホール舞台機構設備 2 据付工事費 2-1 ホール機構

名 称 摘 要 数 量 単 位 単 価 金 額 備 考
工事費

式
舞台面養生費 ブルーシート510㎡、及びコンパネ2

00㎡ 1
式

簡易足場費 ローリング足場
1

式
現場調査・エンジ
ニアリング費 1

式
荷造運搬費 ４ｔ車、梱包、積込・荷下ろし含む

1
式

更新・改造工事費
(現地） 1

式
総合試運転調整費

1
式

廃材処分費
1

式
消耗品雑材料費

1
式

計



舞台機構設備 細目別内訳

リハーサル室舞台機構設備 1 製作費 1-1 リハ機構

名 称 摘 要 数 量 単 位 単 価 金 額 備 考
吊物機構

式
バトン ワイヤロープ

1
式

ライトバトン１ ワイヤロープ
1

式
ライトバトン２ ワイヤロープ

1
式

ライトバトン３ ワイヤロープ
1

式
吊物機構制御盤 直流電源、リレー類

1
式

計



舞台機構設備 細目別内訳

リハーサル室舞台機構設備 2 据付工事費 2-1 リハ機構

名 称 摘 要 数 量 単 位 単 価 金 額 備 考
工事費

式
舞台面養生費 ブルーシート100㎡、及びコンパネ1

0㎡ 1
式

現場調査・エンジ
ニアリング費 1

式
荷造運搬費 ４ｔ車、梱包、積込・荷下ろし含む

1
式

更新・改造工事費
(現地） 1

式
総合試運転調整費

1
式

廃材処分費
1

式
消耗品雑材料費

1
式

計



現場管理費(積上) 明細

名 称 摘 要 数 量 単 位 単 価 金 額 備 考
工事中情報共有シ
ステム 1

式
計



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

三原市芸術文化センター長寿命化改修工事 
 

（舞台機構設備工事） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２０２２年３月 
 
 

株式会社 槇総合計画事務所 
 

株式会社シアターワークショップ 












































